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このマニュアルの構成
本マニュアルはファスト・イーサネット・スイッチングハブ FX-16NW の概要および使用方法

について説明します。本マニュアルの構成は以下のようになっております。

付付録録

「トラブルかな？」と思われる場合の対応方法について説明します。

付付録録AA トトララブブルルシシュューーテティィンンググ

User’s Manual   Version 1.0

《マニュアル内の表記について》
本マニュアル内では製品の名称を本製品と表記します。

区別が必要な場合は製品型番で表記します。

第第11章章　　ははじじめめにに
本製品の概要と各部の名称について説明します。必ずお読みください。

◆◆ 必必ずずおお読読みみくくだだささいい ◆◆

第第22章章　　イインンスストトレレーーシショョンン
（通常のスイッチングハブとしてご利用になれます。）

本製品の設置方法およびネットワークへの接続方法について説明します。必ずお読みください。

第第33章章　　ココンンソソーールル設設定定
（VLAN機能、Trunk機能、スパニングツリープロトコル、ポートミラーリング機能をご使用になれます。）

本製品の設定をコンソールで行うための設定方法について説明します。
本製品は出荷時の状態で通常のスイッチングハブとして使用可能です。VLAN機能やTrunk機能等を使用す

る場合にお読みください。

◆◆ ごご使使用用方方法法 ◆◆

このマニュアルの構成

Autonegotiation機能について説明します。

付付録録BB AAuuttoonneeggoott iiaatt iioonn機機能能ににつついいてて

スパニングツリープロトコルについて説明します。

付付録録CC ススパパーーニニンンググツツリリーーププロロトトココルルににつついいてて

本製品の仕様について説明します

付付録録DD 仕仕様様
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第第11章章
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11..   概概要要

本製品はIEEE802.3 10BASE-TおよびIEEE802.3u 100BASE-TX
規格に準拠したラックマウント・サイズのファストイーサネット・
スイッチング・ハブです。
ツイストペア・ケーブル接続用のRJ-45 STPポートを16ポート装備
しています。
各ポートはAutonegotiation機能に対応しており、転送速度（100/
10Mbps）および転送モード（全二重/半二重）を自動認識します。
各ポートともステータスLEDを装備しており、容易にハブのステー
タスを確認する事が可能です。
本製品はVLAN機能およびTrunk機能に対応しています。VLAN機能

はポート単位で16グループまでのVLANグループを構成することが
可能です。Trunk機能は4ポートを束ねて接続する事により、FX-16NW
間を最大800Mbpsで通信する事が可能となります。
また、スパニングツリープロトコルによりネットワークの冗長化が
可能になります。
※FX-16NW以外のTrunk対応機器とは、Trunk接続する事は出来
ません。

第第
１１
章章
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●IEEE802.3 10BASE-T、IEEE802.3u 100BASE-TX規格に準拠
●100BASE-TX/10BASE-T接続用のRJ-45 STPポートを16ポート
装備

●Autonegotiation機能により、転送速度（100/10Mbps）および転送
モード（全二重/半二重）を自動認識可能

●スイッチング方式にはストア&フォワード方式を採用
●MACアドレステーブルを装備し最高16000のMACアドレスを自動
学習可能

●4MByteのパケットバッファを装備
●16グループまでのVLANを構成可能
●Trunk機能をサポート、FX-16NW同士で最大800Mbpsの通信が可能
●スパニングツリープロトコル対応
●ポートミラーリング機能によりパケット等の解析が可能
●転送速度（100/10Mbps）及び転送モード（全二重/半二重）のマニュ
アル設定可能

●フローコントロール対応（全二重時IEEE802.3x、半二重時バック
プレッシャー）

●LEDにより各ポートおよびネットワークのステータス確認が可能
●他のハブとのカスケード接続用のUplinkポートを1ポート装備
●標準19インチラックにマウント可能
●VLAN等の設定用のシリアルポートを装備

22..   特特長長



第第
１１
章章

3

パッケージには、以下の付属品が含まれます。

●FX-16NW本体
●設定用シリアルケーブル
●電源ケーブル
●ラックマウント用金具　2個
●ネジ
●ゴム足　4個
●このユーザーズ・マニュアル

不足品がある場合は、販売店または弊社テクニカルサポートまで
お問い合わせください。

■前面パネル

44..   各各部部のの名名称称

33..   梱梱包包内内容容のの確確認認

図1-1 前面パネル
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＜＜ポポーートト11～～1166＞＞
100BASE-TX/10BASE-Tツイストペアケーブル接続用のRJ-45ポート
です。

＜＜UUppll iinnkkススイイッッチチ＞＞
ポート12を他のハブとのカスケード接続用のポートに切り替える
時に使用します。

＜＜RReesseettススイイッッチチ＞＞
本製品を初期化（リセット）するときに使用します。このスイッチ
を押すと本製品は電源投入時の状態に戻ります。

＜＜PPoowweerr  LLEEDD＞＞
ハブに電源が入ると点灯します。

＜＜LLiinnkk//AAcctt  LLEEDD＞＞
ポートのリンクが確立すると点灯します。ポートがデータの送受信中
は点滅します。

＜＜110000MM  LLEEDD＞＞
ポートが100Mbpsで通信中は点灯します。

＜＜FFDDXX  LLEEDD＞＞
ポートが全二重モードで通信中は点灯します。

＜＜CCooll ..   LLEEDD＞＞
コリジョンが発生すると点滅します。
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■背面パネル

Configure Port:設定用のシリアルケーブルを接続します。
電源コネクタ:電源ケーブルを接続します。
電源スイッチ:本製品の電源をON/OFFします。

■裏面ステッカー

＜＜品品番番＞＞
本製品の製品型番です。

＜＜シシリリアアルル番番号号＞＞
本製品のシリアルナンバーです。製品外箱に記載されているものと
同じ番号です。ユーザ登録時に必要となります。また、製品故障時
などにサポートを受ける場合にも必要になります。

第第
１１
章章

図1-2 背面パネル

図1-3 裏面ステッカー



6 はじめに

第第
１１
章章

通常のリピータハブではすべてのパケットが常にすべてのポート
に送信されます。また、すべてのポートで帯域幅を共有するため、
同時に複数のパケットが送信されると衝突（コリジョン）が発生し
ます。スイッチングハブではパケットの宛先アドレスを調べて、宛先
となっている機器が接続されているポートにのみパケットを送信
します。これにより他のポートに不要なパケットが送られるのを防ぎ、
ネットワークの効率を向上することが可能となります。
スイッチングハブはアドレステーブルと呼ばれる領域に各ポート
に接続されている機器のMACアドレスを記憶します。あるポート
がパケットを受信するとそのパケットの宛先アドレスをアドレス
テーブルから探して該当するポートにのみパケットを送信します。

55..   ススイイッッチチンンググ・・テテククノノロロジジーーににつついいてて

図1-4 リピータハブとスイッチングハブの違い
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スイッチングの方式にはカットスルー方式、ストア&フォワード
方式等があります。
カットスルー方式はパケットを受信すると即座に宛先アドレス

を調べて該当するポートにパケットを送信します。この方式ではパ
ケットのチェックは行われないのでエラーパケットも送信されて
しまいます。ストア&フォワード方式では受信したパケットを一旦
ハブ内部のパケットバッファに格納し、パケット長やCRCに異常
がないか確認します。そして正常なパケットのみを宛先ポートに対
して送信し、エラーパケットが送信されるのを防ぎます。
本製品ではスイッチング方式にストア&フォワード方式を採用し

ています。また、フローコントロールにも対応しパケットバッファ
がいっぱいになったとき、データがバッファからあふれないように
制御します。半二重通信時にはバックプレッシャー機能によりバッファ
がいっぱいになるとコリジョン信号を送信し、データの送信を停止
させます。全二重通信時にはIEEE802.3xの機能により、接続先に
pauseコマンドを送信することによりデータの送信を停止させます。

通常のリピータハブでは、ハブ同士のカスケード接続の段数に
10BASE-Tでは4段、100BASE-TXでは2段という制限があります。
スイッチングハブでは各ポートが別々のコリジョンドメインに分割
されるため、カスケード接続の段数の制限がなくなります。これに
よりルータやブリッジを使用することなく、ネットワークの拡張を
容易に行うことが可能となります。
以上のような機能によりスイッチングハブでは、通常のリピータハブ
に比べて格段にネットワーク効率やネットワークの拡張性を高め
ることが可能となります。



一般にスイッチングハブでは、内部のパケットバッファがオーバー
フローした場合、そのオーバーフローしたパケットは、すべてパケット
ロスになります。これを防ぐのがフローコントロールです。フロー
コントロールには、バックプレッシャー方式とIEEE802.3xで定義
されているフローコントロールの2種類があります。バックプレッシャ
方式は、半二重転送モード時に適用され、バッファがいっぱいになる
とコリジョン信号を送信し、ネットワーク上のデータ送信を停止させ
オーバーフローを防ぎます。IEEE802.3xで定義されているフロー
コントロールは、全二重転送モード時に適用されバッファがいっぱい
になると、特定の接続先にpauseコマンドを送信することにより
データの送信を停止させオーバーフローを防ぎます。この方法では、
pauseコマンドを認識するために接続するネットワークインター
フェースカードもフローコントロールに対応している必要があり
ます。（現在、ほとんどのネットワークインタフェースカードは、
IEEE802.3xフローコントロールに未対応です。弊社製FNW-9800-Tは、
他社に先駆けてIEEE802.3xフローコントロールに対応しています。）
もし、スイッチングハブまたは、ネットワークインターフェース
カードがフローコントロールに対応していない場合、スイッチング
ハブのパケットバッファがいっぱいになっても、コンピュータは
スイッチングハブにパケットを送り続けます。これにより、スイッチング
ハブのバッファが、オーバーフローし、オーバーフローしたパケット
はすべてロスします。
ロスしたパケットの処理に関しては、上位のプロトコルに依存しま
すが、たとえば、TCP/IPでは、ロスしたパケットの再送をコンピュータ
に要求します。これにより、コンピュータは、パケットをロスし続け
ながらも、何度もパケットを再送することになり、再送の際にコン
ピュータのリソースを無駄に消費することになります。

66..   フフロローーココンントトロローールルににつついいてて

第第
１１
章章
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VLAN（Virtual LAN）機能とは、複数のポートをグループにしブロード
キャストドメインを分割することによりネットワーク上のトラ
フィックの軽減やセキュリティの強化を行うための機能です。
VLAN機能により分割されたグループでは、同じグループ内に接続
された機器とのみ通信が可能となります。ブロードキャストパケット
を含めたすべてのパケットは他のグループに送信されません。これ
によりVLAN機能は以下のような長所を持つことができます。

■ネットワーク効率の改善
トラフィックの多いワークグループをグループ化しブロードキャスト
ドメインを分割する事により、ネットワーク上の他のワークグループ
へパケットが流れるのを防ぎます。これによりネットワーク効率を
改善することが可能です。

■セキュリティの強化
グループ間では、論理的にネットワークは切断されており、通信が
できません。これによりセキュリティが重要なワークグループから
のデータの漏洩を防ぐことができます。

■コスト削減
オーバーレイ（ポート共有）機能を使えば、高価でまた設定の面倒な
ルータを導入する必要がありません。また、ネットワーク構成の変更
時に、物理的な配線の変更が必要有りません。

第第
１１
章章

77..  VVLLAANN機機能能ににつついいてて



10 はじめに

第第
１１
章章

本製品ではポートごとにグループの設定を行います。ポートベース
で最大16のグループを作成することが可能です。設定方法については
「第3章コンソール設定」を参照してください。

■ブロードキャストパケット
ネットワーク上を流れるパケットのうち、ネットワーク上のすべて
の機器が受信しなければならないパケット。（VLANやルータにより
制限できます。）

■コリジョンドメイン
リピータを介して接続されたネットワーク上で複数の機器が同時
にパケットを送信するとコリジョン（衝突）が発生します。このよう
にコリジョン信号を共有するネットワークの範囲をコリジョンド
メインと言います。スイッチングハブでは各ポートごとに異なるコリ
ジョンドメインに分割されます。また、同じコリジョンドメインで
はノード間距離やカスケードの制限があります。

図1-5 VLAN構成例
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■ブロードキャストドメイン
スイッチングハブではコリジョンドメインは各ポートごとに分割
されますが、ブロードキャストパケットは全ポートに送信されます。
このようにブロードキャストパケットが送信されるネットワーク
の範囲をブロードキャストドメインと言います。一般的にはブロード
キャストドメインを分割するためにはルータを使用します。

図1-6 コリジョンドメインとブロードキャストドメイン



12 はじめに

第第
１１
章章

Trunk機能とは、4ポートを束ねることによりFX-16NW間を最大
800Mbps（200Mbps（全二重）×4）の通信速度で接続する事を可能
にします。複数のハブをカスケード接続したときにボトルネックと
なるハブ間の通信速度を高速化させます。また、Trunk間のある
ポートのに障害が発生した場合でも、他のTrunkポートにより、通信
が継続できます。
設定方法については「第3章　コンソール設定」を参照してください。

※FX-16NW以外のTrunk対応機器とは、Trunk接続する事は出来ま
せん。

本製品には、3種類のTrunk設定を行う事が可能です。Trunk接続
をする場合はそれぞれのFX-16NWが同じ設定条件になっている必要
があります。また、接続の際は、Trunk内の同じポート番号同士で接続
するようにしてください。

例
ハブA Trunk1（ポート1,5,2,6）→ ハブB Trunk1（ポート1,5,2,6）

1-1,5-5,2-2,6-6

88..  TTrruunnkk機機能能ににつついいてて

図1-7 Trunk接続
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本製品のTrunk機能では接続した機器ごとに、ハブ間通信に使用
するポートがTrunkに設定した2または、4ポートの中から順番に割り
振られていきます。このため4ポートTrunk時、本製品に、4台以下の
機器しか接続されていない場合はハブ間の通信に4ポートすべてが
使用されことはありません。

ポートミラーリング機能とは、任意のポートのトラフィックを
LANアナライザなどを接続してある他のポートにコピーする機能です。
例えばスイッチではPort1とPort2の間のトラフィックは、基本的に
他のポートへは流れません。そのためPort1とPort2の間のトラフィック
を解析するためには、LANアナライザ以外にも他にリピータハブ等
のデバイスが必要になります。本製品では、この機能を有効にして
コピー先に指定したポートにSniffer等のLANアナライザを接続する
ことにより、他にデバイスを使用する事なくトラフィックの解析が
おこなえ、スムーズに障害の原因を絞り込む事が可能になります。

注注意意

99..   ポポーートトミミララーーリリンンググ機機能能ににつついいてて

図1-8 LANアナライザ接続図
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11..   設設置置場場所所ににつついいてて

ハブを設置する際には必ず以下の点をお守りくださいますよう
お願いします。

●湿気の多い場所に設置しないでください。
●チリやほこりの多い場所には設置しないでください。
●直射日光のあたる場所や温度の高い場所には設置しないでくだ
さい。

●内部に熱がこもる原因となりますので、周囲にはなるべく空間を
空けてください。

本体側面や背面の通風口にほこりなどがたまると内部に熱がこもる
原因となります。定期的に点検を行い、ほこりがたまっているよう
でしたら掃除機等でほこりを取り除くようにしてください。

本製品は、デスクトップ上などの平らな場所、または標準19インチ
ラックに設置することが可能です。

■平らな場所に設置する場合

1.付属のゴム足（4個）を本製品底面につけてください。
2.デスクトップ上などの平らな場所に設置してください。

第第
２２
章章

注注意意

22..   設設置置
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■19インチラックに設置する場合

1.付属のラックマウント用金具を付属のネジで本製品に取り付けて
ください。

2.ラックにネジで取り付けてください。

1.本製品背面の電源コネクタに付属の電源ケーブルを接続します。
2.電源ケーブルをAC100Vコンセントに接続します。
3.電源スイッチをONにしてください。
4.本製品前面のPower LEDが点灯することを確認してください。

1.ストレートタイプのツイストペア・ケーブルの一端を、本製品の
1～16のいずれかのRJ-45ポートに差し込みます。

2.ツイストペア・ケーブルのもう一端を、ワークステーションの
100BASE-TX/10BASE-T RJ-45ポートに差し込みます。

3.接続先のポートがAutonegotiationに対応している場合はポートの
転送モードが自動的に設定されます。

33..   電電源源接接続続

44..  RRJJ--4455ポポーートトをを使使用用ししたたワワーーククスステテーーシショョンンのの接接続続

図2-1 RJ-45ポートを使用した接続
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●接続後、通信がうまく行かない場合は、付録A、付録Bを参照して
ください。

●10BASE-Tでの接続にはカテゴリ3以上、100BASE-TXの接続に
はカテゴリ5のUTPまたはSTPストレート・ケーブルを使用して
ください。ケーブルの最大長は100mです。

●ポート12を使用する場合は、隣接するUplink/Nomal切り替えスイッチ
がOFF（凸）になっている事を確認してください。

1.ポート12に隣接するNomal/UplinkボタンをON（凹）にしてください。

2.ストレートタイプのツイストペア・ケーブルの一端を本製品の
Uplinkポート（ポート12）に差し込みます。

3.ツイストペア・ケーブルのもう一端を他のハブの100BASE-TX/
10BASE-T RJ-45ポートに差し込みます。

注注意意

55..   他他ののハハブブととののカカススケケーードド接接続続
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4.本製品に2台以上のハブをカスケード接続する場合は、相手側の
ハブのUplinkポートと本製品のUplinkポート以外のいずれかの
ポートを接続してください。相手側のハブにUplinkポートが無い
場合は、クロスケーブルを使用してハブ間を接続してください。

■Uplinkポートについて
Uplinkポートはハブ間をストレートケーブルで接続するためにハブ
内部でクロス結線されているポートです。ポート12をUplinkポート
として使用する場合は、隣接するNomal/UplinkボタンをON（凹）
にしてください。
ポート12をUplinkポートとして使用しない場合等、その他の組み
合わせでカスケードする場合は下記の表をご参照ください。

図2-2 他のハブとのカスケード接続

FX-16NW ケーブルの種類 他のハブ

Uplinkポート ストレート RJ-45ポート

RJ-45ポート ストレート Uplinkポート

RJ-45ポート クロス RJ-45ポート

Uplinkポート クロス Uplinkポート
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●接続後、通信がうまく行かない場合は、付録A、付録Bを参照して
ください。

●10BASE-Tでの接続にはカテゴリ3以上、100BASE-TXの接続に
はカテゴリ5のUTPまたはSTPストレート・ケーブルを使用して
ください。ケーブルの最大長は100mです。

製品本体のシリアル・コンソールインターフェース（RS-232）
ポート経由でパソコンを接続し、VLAN機能、Trunk機能、スパニング
ツリープロトコル、ポートミラーリング機能等を設定する事が可能
です。当ポートはメス型DB-9コネクタを使ったDCE（データ通信機器）
接続ポートとなっています。コンソールポートを使用される場合は、
ターミナルユーティリティがインストールされているパソコンが
必要となります。

1. ターミナルユーティリティの設定

●19,200ボー（デフォルト設定）
●パリティなし
●8 データビット
●1 ストップビット

第第
２２
章章

注注意意

66..   ココンンソソーールルポポーートトととのの接接続続



20 インストレーション

第第
２２
章章

2. シリアル接続ケーブル
DB-9オス型コネクタ付ストレートRS232ケーブル が付属してい

ます。ご使用のコンピューターがDB-9オス型コネクターを装備し
ているか確認してください。（ほとんどのコンピュータでDB-9オス型
コネクタが使用出来ます。）

図2-6 RS232Cケーブルとの接続



製品のVLANやTrunk、スパニングツリー、ポートミラーリ
ングの設定はターミナルアプリケーションを使用して行いま

す。本章では、各機能毎に設定方法を説明します。
コンソールポートとターミナルアプリケーションがインストール
されているPCとの接続は、「2-6 コンソールポートとの接続」を参照
してください。

ココンンソソーールル設設定定

第第33章章

本本
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11..   メメイインンメメニニュューー
コンソールポートとターミナルの設定が完了して正常に通信が

開始されると以下のメッセージが表示されます。このメニューが全て
の設定メニューのルートになります。設定したい項目の番号を
Setup> プロンプトに入力して［Enter］キーを押してください。

第第
３３
章章
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［［11］］CCoonnffiigg  SSwwiittcchh  SSeetttt iinngg
各ポート毎に転送モード、フローコントロール機能の設定と本製品
のエージングタイムを設定する事が可能です。
メインメニューの Setup>プロンプトで1を入力して［Enter］キーを
押してください。
以下のメニューが表示されます。

［［11］］SSeett  PPoorrtt  CCoonnddiitt iioonn
各ポート毎に転送モード、フローコントロール機能の設定を行います。
Your Select> プロンプトで1を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
Which Port do you want to config？（1-16）とメッセージが表示され
たら変更したいポート番号を Port Num> プロンプトに入力して
［Enter］キーを押してください。

22..   ススイイッッチチ設設定定
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次に設定可能な転送モードとして［1］Auto［2］100Full［3］100Half［4］
10Full［5］10Halfが表示されます。New Media Mode> プロンプトに
設定したいモード番号を入力して［Enter］キーを押してください。

フローコントロール機能を有効または無効にする設定を行います。
New Flow Contorol Mode> プロンプトに有効に設定したい場合は、yを
無効に設定したい場合は、nを入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。

この設定を全てのポートに設定したい場合は、次に表示されるメッ
セージの後の y/n＞プロンプトでyを入力して［Enter］キーを押し
てください。

デフォルト設定は、全ポートでオートネゴシエーション、フロー
コントロールが有効に設定されています。
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［［22］］SSeett  AAggeeOOuutt  TTiimmee
エージングタイムの設定を行います。
Your select> プロンプトで2を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
現在のエージングタイムが表示された後、New AgeOut Time 60-
65535> プロンプトでエージングタイムを60～65535（秒）の間で
入力して［Enter］キーを押してください。
デフォルト値は、60秒に設定されています。もし0を設定した場合
は、エージングを行いません。

［［33］］EEXXIITT
メインメニューに戻ります。
Your select> プロンプトで3を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
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［［22］］CCoonnffiigg  SSppaannnniinngg  TTrreeee  SSeetttt iinngg
スパニングツリープロトコルの設定を行います。
メインメニューのSetup> プロンプトで2を入力して［Enter］キーを
押してください。
以下のメニューが表示されます。

［［11］］EEnnaabbllee//DDiissaabbllee  SSTTPP
スパニングツリープロトコルの有効/無効を設定します。
Your select> プロンプトで1を入力して［Enter］キーを押すと現在
の設定が表示された後、続いて変更を促すメッセージが表示されます。
現在の設定がDisableで有効に変更したい場合は、yを入力して
［Enter］キーを押してください。現在の設定がEnableで無効に変更
したい場合は、yを入力して［Enter］キーを押してください。
スパニングツリープロトコルは、デフォルト値で有効になっています。

33..   ススパパニニンンググツツリリーーのの設設定定



［［22］］SSeett  BBrriiddggee  PPrriioorrii ttyy
スパニングツリー設定が有効に設定されている場合にスパニング
ツリーネットワーク内での優先順位を設定します。入力された数値
の大きいブリッジがスパニングツリーネットワーク内で優先にな
ります。
Your select> プロンプトで2を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
現在のプライオリティが表示された後、続いてNew Bridge Priority
プロンプトが表示されます。0～65535の間の任意の数値を入力して
［Enter］キーを押してください。
入力された数値が現在の優先値として表示されます。
優先順位のデフォルト値は、128に設定されています。

［［33］］SSeett  MMaaxx  AAggee
スパニングツリーパケットのネットワーク内でのエージング時間
を設定します。入力された時間が経過するとスパニングツリーパケット
は破棄されます。
Your select> プロンプトで3を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
現在の設定時間が表示された後、New Max Age＞プロンプトに6～40
（秒）の間で数値を入力して［Enter］キーを押してください。
入力された数値が現在のエージングタイムとして表示されます。
エージングタイムのデフォルト値は、20秒です。

第第
３３
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26 コンソール設定
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［［44］］SSeett  HHeell lloo  TTiimmee
スパニングツリーパケットをネットワーク内に送出する時間間隔
を設定します。
Your select> プロンプトで4を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
現在の設定時間が表示された後、New Hello Time> プロンプトに6～40
（秒）の間で数値を入力して［Enter］キーを押してください。
入力された数値が現在のハロータイムとして表示されます。
ハロータイムのデフォルト値は、2（秒)）です。

［［55］］SSeett  FFoorrwwaarrddiinngg  ddeellaayy
スパニングツリープロトコルに定義されているフォワーディング
遅延時間を設定します。スパニングツリーネットワークがダウンする
とネットワークが再び復旧するまでは、ここで設定した時間の3倍
を必要とします。
例えばもし遅延時間を10秒に設定した場合、ネットワークの復旧を
開始するまでの時間は、30秒かかるということになります。
Your select> プロンプトで5を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
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現在の設定時間が表示された後、New Forwarding delay> プロンプト
に4～30（秒）の間で数値を入力して［Enter］キーを押してください。
入力された数値が現在のフォワーディング遅延時間として表示さ
れます。
フォワーディングディレイのデフォルト値は、15秒です。

［［33］］VViieeww  SSppaannnniinngg  TTrreeee  IInnffoorrmmaattiioon
現在のスパニングツリープロトコルの情報を表示します。
メインメニューのSetup> プロンプトで3を入力して［Enter］キーを
押してください。

44..   ススパパニニンンググツツリリーー情情報報のの表表示示

ミミララーーリリンンググポポーートトのの設設定定



［［44］］CCoonnffiigg  SSnniiff ffeerr  PPoorrtt  SSeetttt iinngg
ポートミラーリングの設定を行います。
メインメニューのSetup> プロンプトで4を入力して［Enter］キーを
押してください。
以下のメニューが表示されます。
ミラーポートは、デフォルトでは設定されていません。

第第
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55..   ミミララーーリリンンググポポーートトのの設設定定
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［［11］］SSeett  MMoonniitteerr  PPoorrtt
モニタしたいコピー元のポートを指定します。
Your select> プロンプトで1を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
Select Moniter Port> プロンプトで任意のポート番号を入力して
［Enter］キーを押してください。
設定されたモニタポートとSnifferポートが表示されます。

［［22］］SSeett  SSnniiff ffeerr  PPoorrtt
Set Moniter Portで指定したポートのコピー先ポートを指定します。
このポートには、SnifferなどのLANアナライザを接続してトラフィック
を解析します。
Your select> プロンプトで2を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
New Sniffer Port> プロンプトで任意のポート番号を入力して
［Enter］キーを押してください。
設定されたモニタポートとSnifferポートが表示されます。
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［［33］］CClleeaarr  AAll ll   sseetttt iinngg
全てのモニタポートとSnifferポートの設定を消去します。
Your select>プロンプトで3を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。

［［44］］EEXXIITT
メインメニューに戻ります。
Your select> プロンプトで4を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。

［［55］］CCoonnffiigg  TTrruunnkkiinngg  PPoorrtt  SSeetttt iinngg
トランクポートの設定を行います。
トランクポートは、デフォルトで設定されていません。
メインメニューのSetup> プロンプトで5を入力して［Enter］キーを
押してください。
以下のメニューが表示されます。

66..  TTrruunnkkポポーートトのの設設定定
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［［11］］NNoo  ttrruunnkkiinngg
全てのトランクポートの設定を消去します。
Your select> プロンプトで1を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
現在のトランク設定が表示されます。

［［22］］PPoorrtt11,,55  ttrruunnkkiinngg
ポート1と5をトランクポートとして指定します。
Your select> プロンプトで2を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
現在のトランク設定が表示されます。

［［33］］PPoorrtt11,,55&&PPoorrtt22,,66  ttwwoo  ggrroouupp  ttrruunnkkiinngg
ポート1と5、ポート2と6の2グループをトランクポートとして指定
します。
Your select> プロンプトで3を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
現在のトランク設定が表示されます。
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［［44］］PPoorrtt11,,55,,22,,66  ffoouurr  ppoorrtt  ttrruunnkkiinngg
ポート1,5,2,6をトランクポートとして指定します。
Your select> プロンプトで4を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
現在のトランク設定が表示されます。

［［55］］EEXXIITT
メインメニューに戻ります。
Your select>プロンプトで5を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。

［［66］］CCoonnffiigg  VVllaann  GGrroouupp  SSeetttt iinngg
Vlanグループの設定を行います。
Vlanグループは、デフォルトで設定されていません。
メインメニューのSetup>プロンプトから6を入力して［Enter］キー
を押してください。
以下のメニューが表示されます。

77..  VVllaannググルルーーププのの設設定定



［［11］］SSeett  22  GGrroouupp  ppoorrtt  VVllaann（（11--88））（（99--1166））
ポート1～8をVlanグループ1、ポート9～16をVlanグループ2として
2つのグループを定義します。
Your select> プロンプトで1を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
現在のVlan設定が表示されます。
上段が各ポート番号、下段がそれぞれのポート番号に対するグループ
番号を表しています。

［2］Set 4 Group port Vlan（1-4）（5-8）（9-12）（13-16）
ポート1～8をVlanグループ1、ポート5～8をVlanグループ2、ポート
9～12をVlanグループ3、ポート13～16をVlanグループ4として4つ
のグループを定義します。
Your select> プロンプトで2を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
現在のVlan設定が表示されます。
上段が各ポート番号、下段がそれぞれのポート番号に対するグループ
番号を表しています。

34 コンソール設定
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［［33］］CCoonnff iigg  VVllaann  bbyy  VViidd
任意のポートを自由に組み合わせてVlanグループを作成する事が
できます。

この機能を有効にするには、全てのポートに0以外のグループ番号
を設定する必要があります。

ここでは、例としてポート1、3、5でVlanグループ2を構成します。
Your select>プロンプトで3を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
Vlan Port>プロンプトでVlanに参加させるポート番号1を入力して
［Enter］キーを押してください。
続いて表示されるWhat Vid do you want to set? プロンプトでポート1
に対するVlanグループ番号2を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
現在のVlan設定が表示されます。
上段が各ポート番号、下段がそれぞれのポート番号に対するグループ
番号を表しています。
これでポート1がVlanグループ2として構成されます。

注注意意
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次にポート3をVlanグループ2に追加します。
Your select> プロンプトで3を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
Vlan Port> プロンプトでVlanに参加させるポート番号3を入力して
［Enter］キーを押してください。
続いて表示されるWhat Vid do you want to set? プロンプトでポート1
に対するVlanグループ番号2を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
現在のVlan設定が表示されます。
上段が各ポート番号、下段がそれぞれのポート番号に対するグループ
番号を表していますこれでポート3がVlanグループ2として構成さ
れます。

次にポート5をVlanグループ2に追加します。
Your select> プロンプトで3を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
Vlan Port>プロンプトでVlanに参加させるポート番号5を入力して
［Enter］キーを押してください。
続いて表示されるWhat Vid do you want to set? プロンプトでポート1
に対するVlanグループ番号2を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。
現在のVlan設定が表示されます。
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上段が各ポート番号、下段がそれぞれのポート番号に対するグループ
番号を表しています
これでポート1、3、5がグループ2として構成されます。
他のVlanグループも同様に作成してください。

［［44］］SSeett  SSeerrvveerr  PPoorrtt
サーバーポートを設定します。ここで設定したポートは、全ての
Vlanグループに属します。通常このポートには、ファイル、プリント
サーバーなどの共有デバイスを接続します。Your select> プロンプト
で4を入力して［Enter」キーを押してください。
Server Port Num> プロンプトでサーバーポートとして設定したい
ポート番号を入力してください。
現在のサーバポートの番号が表示されます。
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［［55］］CClleeaarr  VVllaann  SSeetttt iinngg
現在の全てのVlan設定を消去します。
Your select> プロンプトで5を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。

［［66］］EExxii tt
メインメニューに戻ります。
Your select> プロンプトで6を入力して［Enter］キーを押してくだ
さい。

［［77］］RReesseett  SSwwiittcchh
スイッチをリセットします。
メインメニューのSetup> プロンプトで7を入力して[Enter]キーを
押してください。

88..   ススイイッッチチををリリセセッットトすするる
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［［88］］RReessttoorree  DDeeffaauulltt   SSwwiittcchh  SSeetttt iinngg
スイッチを工場出荷時の設定に戻します。
メインメニューのSetup> プロンプトで8を入力して［Enter］キーを
押してください。

［［99］］EExxii tt
メインメニューを終了します。
メインメニューのSetup> プロンプトで9を入力して［Enter］キーを
押してください。

ここで9を入力するとセットアップメニューは、終了しSwitch>
プロンプトが表示されます。再度セットアップメニューに入るには、
Switch> プロンプトでSetupと入力してください。

99..   ススイイッッチチをを初初期期設設定定にに戻戻すす

1100..   メメイインンメメニニュューーのの終終了了

注注意意
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製品に接続した機器間の通信ができない場合は以下の点を確認
してください。

トトララブブルルシシュューーテティィンンググ

付付録録AA

本本

41

●機器を接続しているポートのLink/Act LEDが点灯または点滅して
いるか確認してください。消灯している場合は、本製品と接続した
機器との間でリンクが確立していません。この状態では通信は行え
ません。

●特定のポートと通信できない場合はVLANが設定されている可能
性があります。設定ユーティリティでVLANの設定を確認してく
ださい。

●Link/ActLEDが点灯しているのに通信できない場合はポートが
Trunk設定されている可能性があります。
設定ユーティリティでTrunkの設定を確認してください。

●ケーブル不良の可能性があります。他の正常に通信が行えている
ケーブルと交換してください。

●接続しているポートを他のポートに替えてください。それで通信
が行えるようであれば本製品のポート不良です。弊社テクニカル
サポートまでご連絡ください。

付付
録録
AA
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AAuuttoonneeggoott iiaatt iioonn機機能能ににつついいてて

付付録録BB

43

ットワーク機器の転送速度の自動認識の方法としては
AutonegotiaionとAuto-Sensingの2種類があります。これらの

方式には以下のような特徴があります。

●Autonegotiation（オートネゴシエーション）
IEEEにより規定された規格。Autonegotiation機能に対応した機器
同士を接続すると、機器間でネゴシエーション（交渉）を行い、転送
速度（10Mbps/100Mbps）および転送モード（全二重/半二重）を自動
的に選択します。

●Auto-Sensing（オートセンシング）
転送速度（10Mbps/100Mbps）を自動識別します。規格化はされて
おらず、Auto-Sensing対応機器同士またはAuto-Sensing対応機器と
Autonegotiation対応機器とを接続したときに自動認識が正常に動作
せず接続できない場合もあります。

本製品はAutonegotiation機能に対応しています。
本製品にAutonegotiation対応機器を接続した場合は、転送速度

（10Mbps/100Mbps）および転送モード（全二重/半二重）を自動認識
します。しかし、本製品にAuto-Sensing機能に対応した機器を接続
した場合、転送速度（10Mbps/100Mbps）の認識が正常に行われない
場合があります。この場合は接続する機器のAuto-Sensing機能を無効
に設定できる場合は無効にし、転送速度は100Mbps、転送モードは
半二重にそれぞれ固定してください。それでも接続できない場合は
本製品のポート設定をAutonegotiation無効に設定してください。

付付
録録
ＢＢ

ネネ
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パニングツリー・プロトコル（以下STP）機能を使用すると、
ネットワーク上でよりインテリジェントにフォルト・トレランス

を実現することが出来ます。以下の各セクションでは、STPの詳細
および本製品で提供されているSTP機能について解説します。

ススパパニニンンググツツリリーーににつついいてて

付付録録CC

スス

45

STPは、IEEEコンピュータ協会の定めたIEEE 802.1Dブリッジ規格
の一部です。STP機器はすべて、BPDU（Bridge Protocol Data Unit）
フレームを使用して通信を行います。

■STPの概要
STPは、ブリッジベースの技術を使ってネットワーク上にフォルトト
レランス（耐障害性）を提供します。STPは、ネットワークから冗長
リンクを取り除くためのブリッジ（スイッチ）用のプロトコルです。
本製品を含め、すべてのスパニングツリー対応機器は各ポートから
BPDUフレームを送信し、また他機器から送られてくるBPDUフレーム
を検出します。このプロトコルを使用することにより、各スパニング
ツリー対応機器は互いにパスコストと識別情報を確認して、最も
コストの高い冗長パスをブロックすることが出来ます。STPを使用
するとネットワークトラフィックに対し複数平行パスを設置する
ことが可能なほか、以下の機能が使用できるようになります。
●メインのパス（パスコストが最も低いもの）が正常に動作している
間は冗長パスをブロック（無効）する

●メインのパスが使用できない場合は冗長パスを有効にする

付付
録録
CC

注注意意
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付付
録録
CC

＜＜SSTTPPのの状状態態移移行行ににつついいてて＞＞
個々のスイッチハブはスイッチIDによって識別されます。同様に、

スイッチハブの各ポート（インターフェース）はそれぞれのポート
IDで識別されます。STPプロトコルの状態は、状況によって移行
（遷移）します。

各ポートは有効か無効のいずれかに設定することが出来ます。有効
となっているポートは、常時以下のいずれかの状態にあります。

●LLiisstteenniinn : スイッチは互いにBPDUメッセージを送信しあい、ネッ
トワーク上でトポロジ（ツリー体系）を構成して各セグメントま
での最短パス（距離）を確認します。この時点では、他のデータは送
信されません。

●BBlloocckk iinngg : Listening状態中、よりプライオリティの高いパスが
発見されるとBlocking状態に移行します。通常のデータはまだ送信
されません。

●LLeeaarrnniinngg : Listening状態中、より高いプライオリティのパスが
見つからない場合はLearning状態に移行します。学習したエントリ
は、Unicast Destination Forwarding Tableに記憶されます。通常
のデータは送信されません。

●FFoorrwwaarrddiinngg : Learning状態に移行してから一定時間が経過する
とForwarding状態に移行します。（この時間は、事前に「フォワード・
ディレイタイム」として設定可能です。）この時点ではじめて通常
データが送信されます。
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録録
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One Forward Delay（フォワードディレイ x 1）

■スパニングツリーのトポロジ（構造）
パスコストとは、スイッチの各ポートからおおもとの（Root）スイッチ
までの相対的な「距離」を指します。以下に、スパニングツリー・
トポロジ内でのスイッチおよびポートの役割を説明します。

●Root Switch（ルートスイッチ）: スイッチネットワーク全体の中
で最も小さなSwitch IDを持つスイッチハブを指します。各スイッチ
ネットワーク内には、ルートスイッチは1つしか存在しません。

●Root Port（ルートポート）: ルートスイッチに最も近いポートを
指します。ルートポートは、ネットワーク内の各スイッチ上でそれ
ぞれ1つ選択されます。各スイッチ上で、いずれか1ポートのみが
ルートポートとなります。

●Designated Switch（指定スイッチ）:  各セグメント内で、最もルート・
パスコスト（ルートスイッチまでの距離）が低いスイッチです。

●Designated Port（指定ポート）：各スイッチ上のポートで、ルート
スイッチと逆方向（ルートスイッチから、より遠ざかる方向）に
ある他スイッチと接続しているものを指します。

図C-1 STPプロトコルにおける状態の移行
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付付
録録
CC

■冗長パスの作成例
万一の場合に備えて、冗長リンクを作成しておくと便利です。図C-3

の例では、e-mailサーバへのメインリンクが使用できなくなってい
ます。しかしこのリンクを修復している間に、冗長リンクを使用する
事が出来れば修復している間の通信は、保証されます。STPは、このよ
うな事態でも自動的に必要な接続を見つけ出すことが出来、ネット
ワーク上のリンクがすべて確立しているかどうかを確認し、どれか
一つが使用できなくなると、そのセグメント内の他のリンクを有効
にします。

図C-2 スパニングツリー・トポロジ構成図



付付
録録
CC
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STPは、ブリッジやスイッチを使用したネットワークで発生する、
ループ対策として開発されました。ループ発生時、STPはプライオ
リティが最も低いリンクから無効にしていきます。なお、プライオ
リティの設定はネットワーク管理者が行います。VLANを使用する、
イーサネットスイッチなどのマルチポート機器を使用される場合
は、STPの設定は慎重に行ってください。

図C-3 冗長リンクの使用例
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仕仕様様

付付録録DD

51

＜アアククセセスス方方法法＞
CSMA/CD 10/100Mbps

＜対対応応標標準準＞
IEEE 802.3 10BASE-T、IEEE802.3u 100BASE-TX、IEEE802.3D

＜対対応応メメデディィアア＞
UTP/STPケーブル、10Mbps:カテゴリ3以上・100Mbps:カテゴリ5

＜ポポーートト数数＞
10/100Mbps RJ-45スイッチングポート（MDI-X/MDI）16ポート

＜設設定定方方法法＞
Autonegotiation

＜LLEEDD表表示示＞
Power、Link/Act、100M、FDX、Col.
ネットワークブリッジ機能:フィルタリング、フォワーディング、アド
レス学習

＜フフィィルルタタリリンンググ//フフォォワワーーデディィンンググ速速度度＞
最高148,800pps

＜ススイイッッチチ処処理理方方式式＞
ストア&フォワード

＜アアドドレレスステテーーブブルル＞
16000エントリ

＜パパケケッットトババッッフファァ＞
4MByte

＜入入力力電電源源＞
AC100～240V、50/60Hz

付付
録録
ＤＤ
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付付
録録
ＤＤ

＜消消費費電電力力＞
最大50W

＜動動作作温温度度＞
0～40℃

＜動動作作湿湿度度＞
35～85％（結露しないこと）

＜寸寸法法（W×D×H）＞
440×220×44mm

＜重重量量＞
4.5Kg

＜EEMMII＞
FCC Class A、CE
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技術的なご質問、バージョンアップ等のお問い合わせは
お気軽に下記へご連絡ください。

なお「ユーザー登録はがき」をご返送またはホームページにて
ユーザー登録をおこなっていただいていない場合には、
一切サポートは受けられませんのでご注意ください。

フリーダイアル：0120-415977
FAX：03-3256-9207

受付時間
月曜日～金曜日（祭日は除く）

10:00～12:00・13:00～17:00

ご質問の受付やドライバのアップデートを
下記wwwサーバで行なっておりますのでご利用ください。

http: //www.planex.co.jp/

E-MAIL: info-planex@planex.co.jp

© Copyright 1999  PLANEX COMMUNICATIONS INC.  All rights reserved.



技術的なご質問は、この2ページをコピーして必要事項をご記入の
上、下記FAX番号へお送りください。

プラネックスコミュニケーションズテクニカルサポート担当行
FFAAXX：：0033--33225566--99220077

送信日：　　　　　　　　　

質質 問問 票票

部署名

会社名

名前

電　話 ＦＡＸ

E-MAIL

型番
Product No. FX-16NW

16PORT FAST ETHERNET SWITCHING HUB製品名

製造番号
Serial No.

メーカー

型番

①
INTERFACE
CARD

ネットワーク OS

OS バージョン

バージョン②
ソフトウェア

メーカー

型番

その他使用中のカード（SCSI / Sound Card等） IRQ I/O ADDR

③
ご使用の
パソコン
について



⑤診断プログラムが添付されているカードの場合には、テスト結果
をご記入ください。

④使用区分　　□サーバー　　□クライアント

⑥トラブル（エラーメッセージ）発生時とその具体的な場所

⑦質問内容

□パソコン起動時

□ INTERFACE CARD構成時

□ CONFIG.SYS読込み中

□バッチファイル読込み中

□その他



この製品は、厳密な検査に合格したものです。保証期間内に、お客様の
正常なご使用状態の元で万一故障した場合には、本保証規定に従い無
償で修理をさせていただきます。

ご購入後１ヵ月以内に発生した故障については初期不良交換対象とな
ります。１ヵ月を過ぎた場合は修理扱いとさせていただきますのでご
了承願います。なお、弊社はセンドバック方式をとらさせていただい
ております。

故障の場合には、製品をお客様送料ご負担にて郵送していただき、弊
社まで修理をご依頼ください。

ただし、次のような場合には保証期間内においても、有償修理となります。

1. ユーザー登録を行っていない場合

2. 購入日が明記されていない場合

3. 取扱上の誤りによる故障及び損傷、不当な修理や改造などをされた
場合

4. お買い上げ後の移動、落下または郵送などにより故障、損傷が生じ
た場合

5. 火災、天災、地変、ガス害、または異常電圧により故障、損傷が生じ
た場合

※保証書は、日本国内においてのみ有効です。

※保証期間は、製品お買い上げ日より算定いたします。

※保証書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。

保保 証証 規規 定定



●弊社の保証規定を必ずご覧ください。●

都 府
道 県

内線

会社名
（個人名）

フリガナ

フリガナ

フリガナ

部課名

担当者名

住　所

電　話

F A X

E-MAIL

型番
Product No.

製品名

保証期間
Warranty

製造番号
Serial No.

購入店名
所在地

□個人使用　□法人使用（チェックしてください。）
※個人でご使用の場合には、個人名、および住所以降の欄にのみご記入ください。

16PORT FAST ETHERNET SWITCHING HUB

FX-16NW

西暦　　　年　　　月　　　日より　 年間1

保保 証証 書書



この度は弊社製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。弊社では製
品をお買い上げいただいたお客様にユーザー登録をお願いしております。ユーザー
登録を行っていただいたお客様には新製品情報、バージョンアップ情報、キャンペー
ン情報等さまざまな情報を提供させていただきます。また、製品の故障等でユーザー
サポートをお受けになるにはお客様のユーザー登録が必要となります。ぜひユーザ
ー登録を行ってくださいますようお願いいたします。

ユーザー登録は下記弊社インターネットホームページ上で受け付けております。
ホームページ上でユーザー登録を行って戴いたお客様には抽選でプレゼントを差し
上げております。ぜひホームページ上のユーザー登録をご利用くださいますようお
願いいたします。

hhttttpp::////wwwwww..ppllaanneexx..ccoo.. jjpp//

インターネットをご使用になれないお客様は、本マニュアル最終ページのユーザ
ー登録はがきをご使用ください。切り取って必要事項をご記入の上、弊社宛にご返送
ください。インターネット上でユーザー登録をされたお客様は、ユーザー登録はがき
をご返送いただく必要はありません。

ユユーーザザーー登登録録書書のの記記入入方方法法
ユーザー登録書をご記入いただく場合には、以下の事項を参考にしてください。

●“製造番号”には、パッケージ側面に貼られているバーコードシールの“S /N”ま
たは商品裏側に記されている内容をご記入ください。

● ユーザー登録書の表面の使用環境を忘れずに必ずご記入ください。サポート時
の参考情報とさせていただきます。

ググリリーーンンママーーククににつついいてて
本製品は、グリーンマーク事業に協賛し、パッケージに再生紙を
利用しています。グリーンマーク事業とは、紙のリサイクルを推
進することを目的とした事業ですが、併せて環境の緑化も目的
としています。パッケージ裏面にあるグリーンマークを、学校あ
るいは町内会、自治体単位で集め、財団法人古紙再生促進センタ
ーに送っていただくと、苗木、またはセンターオリジナルのノー
トが送られます。詳しくは、財団法人古紙再生促進センター（電
話 03-3541-9171)までお問い合わせ下さい。

見本

ユユーーザザーー登登録録ににつついいてて
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東京都千代田区神田須田町1-7
ウイン神田高橋ビル5F

『テクニカル・サポート担当』行

郵　便　は　が　き

お手数ですが
切手を貼り
ポストに

ご投函下さい。

使用
ネットワークOS

使用OS

使用機種

●ご使用になっている環境をお知らせください。

1 0 1 - 0 0 4 1
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ユユーーザザーー登登録録書書
（プラネックスコミュニケーションズ控）

都 府
道 県

内線

会社名
（個人名）

フリガナ

フリガナ

フリガナ

部課名

担当者名

住　所

電　話

F A X

E-MAIL

型番
Product No.

製品名

購入日

製造番号
Serial No.

購入店名
所在地

□個人使用　□法人使用（チェックしてください。）
※個人でご使用の場合には、個人名、および住所以降の欄にのみご記入ください。

16PORT FAST ETHERNET SWITCHING HUB

西暦　　　　年　　　　月　　　　日

FX-16NW




